
さいたま市立仲町小学校            令和６年５月３１日 在籍児童数 １３０２名 

 

いじめ撲滅のために 

校 長 長谷場 明博 
 

ゴールデンウイークと離任式が終わるといよいよ梅雨の時期に突入します。世間

では、「五月病」という言葉が使われていますが、子どもたちには、そんな言葉に負け

ずに元気に乗り切ってほしいと思います。 

先日は、御多用の中、個人面談に御協力いただきありがとうございました。今後も

何かありましたら、遠慮なく担任にご相談ください。 

さて、さいたま市では、毎年６月を「いじめ撲滅強化月間」と定めています。この時

期は、子どもたちが内面にストレスを抱え込みやすく、理由もなく不安になったり落ち

込んだりし、衝動的な行動が増える傾向が見られるようです。また、いじめの認知件

数が増加してくる時期でもあります。本校でもいじめの問題について考え、いじめの

未然防止に向けた取組を推進します。実施内容は、 

（１） 「ストップいじめ！」啓発用ポスターを活用した、学級スローガンづくり 

（２） 児童会による、いじめ防止を目指したキャンペーンの展開 

（３） 校長等による講話 

（４） 「児童生徒の心のサポート 手引き いじめに係る対応」を活用する等、いじ

めの未然防止に向けた学級担任等による指導 

（５） 学校だよりや PTA広報誌による家庭や地域への広報活動 

（６） 「簡易アンケート」等の実施 

です。 

いじめは、どの学校でも、どの学級でも、どの子どもにも起こり得ます。私たち大人

は、そのことを認識し、絶対にいじめを許さないという強い意志と組織的な対応を行

うことが求められています。 

実は、いじめ撲滅のためには、周りの子どもや保護者、地域の方からの情報がとて

も大切です。学校と保護者と地域がたくさんの目で子どもたちを見守り、子どもが発

する小さなサインを見逃すことのないようにすることがいじめ撲滅につながります。 

心配なことや違和感があれば、遠慮なく学校に情報をいただければありがたいで

す。今月もよろしくお願いいたします。 


